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【目的】腎の低温持続回流保存法（MP）の有用性
を検討したので報告する。
【研究方法と成績】当科でMPされた112腎のう
ち評価可能であった91腎を対象とした。保存法
は、非拍動ポンプを装着した低温持続灌流保存装
置LPS－IIを用いた。保存液はcryoprecipitated
plasmaを用い、保存温度は8℃、導流圧は30～50
㎜Hgに設定した。　〔1〕Viability判定法として
の有用性：Viability良好と判定された85腎は全
例移植後腎機能を発現したが、この規準に該当し
なかった6腎は移植後腎機能を発現しなかったか、
組織学的に動脈硬化性変化を認めgraftとして不
適であることを確認した。　〔ll〕悪条件下graft
の評価法としての有用性：悪条件下graftの49腎
を検討した。1）温州血時間（WIT）が60分以上で
あった22腎、2）ドナーの血清クレアチニン値が
3．0　nt91dl以上であった13腎、3）40時間以上Euro－
Collins液で単純冷却保存（CS）法された後MPを
施行した14腎である。WIT＞60min例では、22腎
の内16腎はviability良好と判定移植し、14腎が
機能を発現し、残り6腎はviability不良と判定し
たが、内3腎は他施設で移植されるも機能発現し
なかった。　〔1皿〕CS法と比較してのMP法の有用
性：16例の同一ドナー提供腎で、一側腎はCSで、
対側腎はMPで保存移植した結果、　im　medi　ate
function例はCSで2例（12．5％）、MPで6例（37．5％）
であり、del　ayed　function例でも術後透析期間は、
CSで15．1±14．6日、　MPで5．9±6．3日でMP群で
有意に短かった（p＜0．05）。
　【結論】MPは死体腎のviabilityの判定と悪条件
下の腎の機能改善に有用であり、CS法よりも優
れた保存法であることを見出した。
【目的】ヒト肺微小血管内皮細胞の
urokinase型plasminogen　activator（uPA）
およびPA　inhibitor（PAI－1）分泌量をヒ
ト各組織から得た内皮細胞と比較、検討
する。
【材料と方法】手術検体由来の肺および
肝臓の正常末梢部分から微小血管内皮細
胞を、上肢血管腫および諾諾から静脈内
皮細胞をそれぞれ分離し、培養した。微
小血管内皮細胞については、混在する繊
維芽細胞を顕微鏡下で選別、除去を行い、
単離培養した。また肺繊維芽細胞はこの
選別操作から得た。これらの細胞を無血
清培地で12時間培養後の上清中のuPA量
および活性、さらにPA卜1量をそれぞれ
ELISA法および合成基質を用いて測定し
た。さらに、炎症性サイトカインである
interleukin－1βおよび腫瘍壊死因子αをそ
れぞれ添加し10時間培養した後、無血
清培養上清を分離して、uPAおよびPAI－
1量を同様に測定した。
【結果】ヒト肺および肝臓由来の微小血
管内皮細胞は、他の小血管ないし大血管
から得た内皮細胞および肺繊維芽細胞に
比べはるかに多くのuPA抗原を分泌して
いた。しかし、PAI－1量は、いずれの細
胞の場合でもuPA量を上回っていたため
uPA活性自体は認められなかった。　II！1
βおよびTNFα処理により肺微小血管内
皮細胞は、uPAおよびP・AI・一1分泌量を1．2
から2．1倍に増加させた。
【考察】先にウシの内皮細胞を用いて、
uPA分泌量およびuPA　mRNA発現量は、
内皮細胞の由来組織別に比較すると肺微
小血管内皮細胞のみに高値を示したこと
を報告した。同様に、ヒトでも肺微小血
管内皮細胞が他の組織と比べて多くの
uPAを分泌していることから、血管内皮
細胞のuPA生成に組織特異性が存在する
ことが、ヒトの場合でも確認された。
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